
社会人新規登録チーム資料
大分市サッカー協会
社会人委員会
登録関係
Ｗｅｂ登録

各種大会への参加には日本サッカー協会への登録が必要で、下記日本協会ホームページでＷｅｂ登録を行なう。その後の各種申請もこのＷｅｂ登録を使用する。

ＷＥＢ登録サイト　　　http://www.jfa.or.jp/
登録手続き

県内の各地域ごとに地域協会が有り、大分市･大分郡は大分市サッカー協会の管轄となる。登録時には所定の登録費が必要になる。(金額は別紙参照)

1 各チームにて新規登録を行なう。(次年度からは継続申請になる)

2 チーム・選手の登録を行い申請する。

3 登録費を振込み、振込み明細書を所定用紙に貼付けFAXする。

4 大分市サッカー協会にて登録内容のチェック、振込み金額を確認した後、申請を承認する。

5 大分県サッカー協会にて不備が無いことを確認して承認する。

6 日本サッカー協会が承認し、チーム連絡先にチーム確認カード・選手登録証を送付する。

※登録人数は15名以上で行なうこと。…理由：大会運営に支障をきたすため。

種別

日本サッカー協会への登録が必要で、社会人が登録できるのは次の2種類がある。

①第1種登録
通常はこちら。年齢制限がない。

②シニア登録
40歳以上の選手で構成されるチームの場合。

追加登録

年度途中で選手を追加する場合、追加登録を行なわなければならない。ただし、同年度内に他チームで登録していた場合は、移籍前のチームにて抹消申請を先に行い、移籍承諾番号を取得する必要がある。年度内の選手の追加・移籍についてもそれぞれ個人登録費が必要。(金額は別紙参照)
抹消申請

年度途中で選手が移籍する場合、抹消申請を行なわなければならない。その際、移籍承諾番号が発行されるので、その番号を移籍先チームへ連絡する必要がある。

外国籍選手

チーム内に外国籍選手は5名まで可。それ以上の場合は準加盟となる。

該当選手は、別途「外国籍選手登録申請書」が必要で、市役所で発行される外国人登録証明書（手数料：1件につき300円）を添付しなければならない。

準加盟チームは、大会ごとの要項により参加できない場合が有る。

プロ契約選手の登録および移籍について

一度でもプロ契約した選手をアマチュア選手として1種登録を行なう場合は、契約期間・未登録期間に関わらず登録区分変更申請(有料)を行なわなければならない。詳細については大分県サッカー協会へ問い合わせのこと。

各種大会
１年間を通して第１種登録チームが参加できる大会は以下の通り。各大会で決まっている参加費が別途必要になってくる。詳細は、別紙参照。
全国社会人サッカー選手権大会
（県リーグ２部以上）
大分県サッカー選手権大会（兼天皇杯予選）
（クラブ選手権との重複不可）
チャレンジカップクラブ選手権大会
（会社名チームの参加不可）
大分県社会人リーグ
（市リーグとの重複不可）
大分市社会人リーグ
（県リーグとの重複不可）

大分市ミドルリーグ
（35歳以上の大会）
大分市マスターズリーグ
（40歳以上の大会）
大分市サッカー協会会長杯社会人大会
(大分市登録の社会人チーム)
大分市長杯サッカー選手権大会
（県リーグ３部・市リーグ）

キムラヤスーパーカップ
（会長杯と市リーグの優勝チーム）

ユニフォーム
フィールドプレイヤー(以下ＦＰ)およびゴールキーパー(以下ＧＫ)は正・副両方が必要。色はなるべく黒を避け（審判と重なるため）、正副必ず色違いで出来るだけ相対色にすること。ＦＰとＧＫにおいても色が重ならないようにすること。ビブスはユニフォームとして認められない。副のユニフォームが無い場合は大会に参加できない。

デザインは大会要項に準じるが、各国およびプロチームのレプリカは使用できない。

ここで言う『レプリカ』とはエンブレム・ロゴ等オリジナルと全くの同一の物を言う。

ユニフォームに企業名等スポンサー名が入っている場合はスポンサー登録（有料：部位・大きさにより金額が異なる。）をしなければならない。
審判
各大会での審判は主に各チームの帯同で行なっている。各チーム３名以上が４級審判以上の資格を有していなければならない。（大会毎に若干異なる。）新規チームは１年間の猶予を持たせ年２回行われる資格試験を受講し年度内に３名以上が資格を取ること。資格を取れなかったチームは、次年度の登録が出来ない場合が有る。

主審・副審ともに審判服（シャツ・パンツ・ストッキング）を必ず着用のこと。

資格試験は4級が10月頃と2月頃の年2回、3級が4月頃の年1回。審判として上級を望む方や個人のレベルアップを希望するものは別途プロジェクト２００８（レフェリースクール）を随時開催している。
その他
大分で行なわれる各種大会（J1戦等の有料試合）のスタッフ協力やチケット購入において協力を依頼する場合がある。

協会主催で行われるボランティア活動（草取りや清掃活動）の参加義務。

参加大会にて、社会人としての精神・マナーが守られないチームは登録を認めない。
不正行為（２重登録や他チームへの不正出場等）や暴力行為等が有った場合は規律委員会にかけ処分を行なう。最悪の場合今後のサッカー活動（プレイヤー及び監督・コーチ等）の停止や永久追放も有り得る。
各種大会について
· 開催時期や参加費等はあくまでも目安であり変更される場合が有る。

· 別途 社会人連盟費として５，０００円を徴収します。
全国社会人サッカー選手権大会
県協会主催
開催時期５月ごろ
参加費　１５，０００円
県リーグ２部以上のチームを対象。
大分県サッカー選手権大会（兼天皇杯予選）
県協会主催
開催時期６月ごろ
参加費　１５，０００円
クラブ選手権に出場しているチームは参加不可。
チャレンジカップクラブ選手権大会
県協会主催
開催時期6月下旬～7月上旬
参加費　１５，０００円
チーム名に会社名を有しているチームは参加不可。
大分県社会人リーグ
県協会主催
開催時期5月～12月ごろ
参加費　１５，０００円
1～3部制、1部1パート　　2部2パート　　3部5パート
参加資格は県内各地域協会で第1種登録をしたチームで大分市リーグと重複参加は不可。各パートに幹事を設けパートの総括を行なう。県内各地のグラウンドをパート幹事または会場担当が借り受け使用する。新規チームは、３部からのスタート（市リーグからの移籍についても）。パートによっては別途運営費が必要。
大分市社会人リーグ
市協会主催
開催時期4月～12月ごろ
参加費　１５，０００円
1～3部制（2007年度）参加チーム数86チーム　　1部2パート　2部4パート　3部4パート
参加資格は大分市サッカー協会で第1種登録をしたチームで県リーグと重複参加は不可。各パートに幹事・副幹事を設けパートの総括を行なう。大分市のグラウンドを使用する。新規チームは、３部からのスタート（県リーグからの移籍についても）。
大分市ミドルリーグ
市協会主催
開催時期5月～11月ごろ
参加費　１０，０００円
2パート制（2007年度）参加チーム数18チーム
参加資格は大分市サッカー協会で第1種登録またはシニア登録をした35歳以上で構成されたチームで他リーグの重複参加は可。参加選手は参加チーム以外の選手でも大分市サッカー協会にて登録している選手であれば出場可。試合は日曜ナイターを基本とし、南大分スポーツパークおよび西部スポーツ交流ひろばを使用。

大分市マスターズリーグ
市協会主催
開催時期5月～9月ごろ
参加費　１０，０００円
1パート制（2007年度）参加チーム数8チーム
参加資格は大分市サッカー協会で第1種登録またはシニア登録をした40歳以上で構成されたチームで他リーグの重複参加は可。参加選手は参加チーム以外の選手でも大分市サッカー協会にて登録している選手であれば出場可。試合は日曜ナイターを基本とし、日岡公園グラウンドを使用。

大分市サッカー協会会長杯社会人大会
市協会主催
開催時期1月～３月ごろ
参加費　　１０，０００円
参加資格は大分市サッカー協会で第1種登録をしたチーム。
2007年度参加チーム数22チーム。県リーグ２部以上のチームはシードする。
大分市長杯サッカー選手権大会
大分市･市協会共催
開催時期1月～3月ごろ
参加費　　１０，０００円
参加資格は大分市サッカー協会で第1種登録をしたチームで県リーグ3部と市リーグ参加チーム。2007年度参加チーム数19チーム。
キムラヤスーパーカップ
市協会共催
開催時期3月ごろ
会長杯社会人大会優勝チームと大分市リーグ1部総合優勝チームとの大分市の覇者を決定する大会。2007年度 A.S.ボラーレ（会長杯覇者） 5-0　FC NewYork（市1部リーグ覇者）

[連絡先]
大分市サッカー協会
TEL 573-2288
FAX 573-2290
E-mail webmaster@oita.ofa.or.jp
http://oita.ofa.or.jp/
社 会 人 委 員 会                        
E-mail social@oita.ofa.or.jp
http://oita.ofa.or.jp/social/
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